












②福島市近郊に避難してきた児童・生徒への自然活動を通した支援

実施期間

平成 25 年 5 月～平成 25 年 10 月

実施内容

事業名「～いいだての森～」

目的：自然の中で体を動かし、 体力の回復・増強に役立てる。

場所：県民の森フオレストパー クあだたら（福島県本宮市）

対象：飯舘地区に暮らした児童生徒

内容：木登り、 林間活動、 オリエンテ ー リング、 ウッドハウスっくり、 水遊び等

実施日：隔週の日曜日（9 時～ 1 5 時）

支援体制

大学教員 2 名、 学生スタッフ 10 名程度

活動の様子

（みんなで運動）

（川遊び）

（カレー作り）





指導過程の例

時間
過程 学習内容 学習活動 指導上の留意点

（分）

0準備 集合整列・挨拶 0健康状態の確認

0出欠確認 （学生自己紹介を含む）

導入 0本時の内容の礁認、 1 0 

0準備運動

ブラジノレ体練 0手首、 肩など念、入りに行う

0運動能力向上フ
内

ロ 敏捷性向上トレー ニング 0出来ていない子へのサポートに

グラム 斗コ ー ディネ ーション及び反応判断 気をつける

. （
：

本幹肩タッチ 0ぶつからないように、安全に行う 1 0 

－ じゃんけんダッシコー 0十分な水分補給を行う

0状況を見ながら時間を調整する

0給水 0接触に注意する

展開 4人H且で指導者が投げたボールめがけ
5 

0ボール慣れ てダッシュする。

＊ボ ー ルの特性を理 バウンドに反応してキャッチする。

解する タグ付け鬼ごっこ

→4人の鬼からスター ト。 タグを取られ 1 5 

Oゲーム たら鬼になる。

*2回程度実施

0体制確認 0集合整列 0手首、肩のストレッチを念入りに

まとめ
0整理運動 T’Tフ－ 

5 

（飯館地区小学校合同校舎）



（運動場での授業－1) （運動場での授業 － 2) 

（体育館での授業）

④飯館地区避難児童への放課後の運動・遊び支援

実施期間

平成25年5月～平成27年3月

実施内容

事業名「楽しい教室J

目的：｝｜｜俣地区の子どもたちに恒常的運動習慣を形成する支援事業をおこなう。

場所：JI I俣飯坂公民館

対象：飯館地区学童および川俣地区に避難している学童

くr





事業名「土曜子どもキャンパスj

目的・福島市近郊に避難してきた児童・生徒への学習・運動支援

場所：福島大学校内

対象：福島市近郊に避難してきた児童・生徒

実施日：月 2 回

支援体制：福島大学人開発達文化学類教員と学生約3 0名

（運動遊び） （スタッフとともに）

まとめ～事業実施の成果と課題～

東日本大震災による地震・津波・原発事故を起因とした環境の変化によって子どもは大

きな影響を受けた。本研究は、特に子どもの健やかな成長を図って進められたものである。

したがって、 成長を図るための事業実施に重点が置かれた。 目の前の大変な状況にいる子

どもへの支援を優先した。 したがって、 事前の調査は十分といえない。 加えて、 避難して

いる子どもへの調査等も制限を受けざるを得ない。 その中での報告になったことをお断り

しておく。

「東日本大震災後の福島県の子どもの体力・運動能力の実態」の項でみたとおり、 福島

県の子どもの体力は震災前に比較して明らかに低下した。 この事実を受け本事業を実施し

たが、 前述の事情によりこの事業の成果を明確に証明するデータは少ない。

先の③の事業では、 体育授業時の支援を行った。 小学校3校が同一敷地内で体育活動を

行っていた。 震災後の体力・運動能力の測定数値は、 一部で全国平均を上回るものもあっ

たが、 大部分で低下を示すもので7あった。

以下の表 1 ～表 4 は、 この内の 2 校の最近のデータである。 小学 6 年次の測定数値の年

度ごとの推移（震災後の 24 年度～26 年度の 3 年間）がまとめである。

赤で示した8項目（ 6 4項目中）を除いて着実な伸びを示している。 とのことは、 日ご

ろの教職員の努力の結果であると同時の本事業の成果でもあるととらえていいであろう。

他の事業の成果については前述のとおり、 データは少ないが、 同様な成果が上がってい

ることを実感する。






